
北海道教育大学附属釧路小学校 

～阿寒湖畔における 
前田一歩園財団との 

環境教育プロジェクト～ 

環境教育に関する取組について 



・環境教育 
・国際理解教育 
・エネルギー教育 
・世界遺産･地域の文化財等 
 に関する教育 
・その他，持続可能な社会づく 
 りのための担い手づくりを育 
 む教育 

・地球規模の問題に対する 
 国連システムの理解 
・人権,民主主義の理解と促進 
・国際理解教育 
・環境教育 
・その他，ユネスコの理念に 
 沿ったテーマ 

 年間を通して，各教科，道徳，特別活動等の環境にかか
わる内容について連携を図った指導を行い，横断的・総合
的な教育活動を推進していく。 



本校の環境教育の目標 
 自分たちを取り巻く環境についての事物・現象に対して意
欲的にかかわり，それらに対する感受性を豊かにし，環境や
環境問題に関する見方・考え方や，よりよい環境の創造のた
めに主体的に行動できる実践的態度をはぐくむ。 

発達の段階に応じた環境教育にかかわる活動の重点 

低 学 年 中 学 年 高 学 年 

自然の中で遊ぶ体
験や動植物の飼育，
栽培などの活動を
行い，自然環境や
事象に対する感受
性や興味・関心を
高めるとともに，
原体験を拡大し，
自然のすばらしさ
や生命の大切さを
感得できるように
する。 

自然や身近な地域
社会の環境に進んで
かかわり，環境に対
する問題を見いだし，
追究していくことが
できるようにすると
ともに，自分たちの
生活が地域とかか
わって成り立ってい
ることを意識できる
ようにする。 

体験活動や資料等
の情報を通して，環
境を多面的に捉えな
がらものの連鎖や循
環という視点から，
より主体的に環境と
かかわり，環境を大
切にすることができ
るようにする。 
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学年経営 ２階のリーダーとしての自覚                自主的な取り組みの高まり                         目的に向かって協力し合う                      自分の成長のふりかえりと進級への期待 

けじめのある生活                  計画・実施・ふりかえりのある生活                  協力した活動づくり  学年組織を生かした活動                １年間のまとめの活動   ５年生に向けての心構え 

道徳教育 目指す子ども像：思いやりの心をもち，目的に向かって努力する子  基本方針：お互いのよさを認め合うことができる学年・学級集団の中で，意欲と自分の考えをもち，ねばり強く実践する子の育成を目指す。 

       月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

行事等 
始業式，入学式 花いっぱい運動 厚岸みどりの学校   運動会 

前期終業式 
後期始業式 

マラソン記録会 
北国集会 

 学芸発表会  親子一日入学，６送会 卒業式，修了式 

 
学級活動 

 
学びが 
広がる単元活動 

４年生として 

学級目標を決めよう 

係・委員会を決めよう 

初めての委員会 

掃除の仕方 

花いっぱいにしよう 

みどりの学校に向けて③ 

パソコン室の使い方 

みどりの学校をふり返って 

 

楽しい夏休み 

 

運動会に向けて 

夏休みの思い出・作品 

運動会に向けて 

前期をふりかえって 

 

後期の学級組織と個人目標 

係を見直そう 

マラソン記録会に向けて 

後期に向けて 

学芸会に向けて③ 

休み時間を楽しく 

冬休みの過ごし方 

朝食について考えよう 

 

冬休みの思い出・作品 もうすぐ高学年 

４年生お別れ集会に向けて② 

６送会に向けて② 

４年生お別れ集会 

１年間の振り返り 

春休みの過ごし方 

○お互いに励まし合い，

学級・学年集団として高

まっていく活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○身のまわりの不思議

について考えていく活

動 

 

○身近な地域のくらし

や自然を知り，自分との

かかわりを考えていく

活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○体力づくりを通して，

自分自身を高めようと

努力していく活動 
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[１の視点]（１）節度ある生活（２）不とう不屈・努力（３）勇気（４）正直誠実・明朗（５）個性の伸長   [２の視点]（１）礼儀（２）思いやり親切（３）信頼友情（４）尊敬・感謝   

[３の視点]（１）生命尊重（２）自然愛動物愛護（３）敬けん   [４の視点]（１）公徳心（２）勤労（３）家族愛（４）愛校心（５）郷土愛（６）愛国心                    ※東：東京書籍  ぶ：ぶんけい  日：日本標準 

道
徳
の
時
間 

１の視点 

 

日チェックチェック 

 チェック！（１） 

日絵を描くのが大好き（２） ぶ魚大好きさかなクン（５） ぶよわむし太郎（３） 

 

東ぼくのへんしん（２） ぶ新次のしょうぎ（２）  日ぼくは言えなかった（４） 

 

東ドッジボール（３） 東ぼくの部屋（１）   

２の視点 日おならびなさい（１）   東しょうばおうだんの 

おじさん（４） 

 ぶすもうの先生（４） 東大きな絵はがき（３） 

日お元気ですかおばあちゃん

（４） 

日ひろったりんご（２） 

東ありがとうの言葉（１） 

東ぼくだってオーケストラ（３） 

 

東親切な方へ（２）  ぶだがし屋のおばあちゃん（２） 東とべないホタル（３） 

３の視点 ぶ山の自然を 

守りたい（２） 

 日アゲハが誕生した日（１） 東ごめんね、サリー（２）    東花さき山（３）   東走れ江ノ電光のなかへ（１）                  日十歳のプレゼント（３） 

すてきな笑顔になれる場   はげまし合い高め合う場  国113 理10 音39 図40 体31 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

自信をもってやりぬく場  国97 社90 算175 理95 音21 図20 

    スピーチ大会をしよう   校内みどりの学校を成功させよう           運動会で勝利めざして      学芸会で劇と音楽を発表しよう    文集・北国の子をつくる      ６送会で出し物にチャレンジ 

 

 

 

 

 
  

ぼくのわたしのお気に入りの場所  ヘチマを育てよう  学校の桜を観察しよう～季節の移り変わり～        季節と生き物～春，夏，秋，冬の様子を見て観察～              お気に入りの場所の１年を振り返って 

 

 

 

 

 

 

  交通安全まちたんけん               消防設備を調べよう           阿寒百年水見学   清掃工場見学             昔の道具を使ってみよう              北海道MAＰづくり 

 

元気にすごす体づくりの場  体74 
 体ほぐしの運動（体）  体力テスト（体）   ベースボール型ゲーム（体） 用具を操作する運動（体） ネット型ゲーム（体）  体のバランスをとる運動（体）  鉄棒運動（体）          力試しの運動（体）  
体を移動する運動（体） 小型ハードル走（体）                                         体を移動する運動（体）     体力テスト（体）   ゴール型ゲーム（体）    跳び箱運動（体） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔で厚岸みどりの学校 

国10  図６  体４ 

それ行けたんけんたい（図） 

リズムダンス（音） 

育ちゆく体とわたし（体） 

浮く・泳ぐ運動の心得（体） 

学級新聞をつくろう（国） 

今日から４年生 

国20 音６ 図３ 

入学式の歌（音） 

元気に声を出し合おう（国） 

にっぽんのうた・みんなのうた（音） 

やい，とかげ（国） 

漢字辞典の引き方（国） 

音楽ランド（音） ひびけ歌声（音） 

ねん土のひもから（図） 

 

はげまし合おう運動会   

国27  音６  図１３  体15 

 かけっこ・リレー（体） 高跳び・かけっこ（体） 

体を移動する運動（体） 

願いを受けとめて読む   

 はっとしたことを詩に書こう（国） 

身近な不思議を追究しよう    理44  国27  算57  音８  図６ 

天気による気温の変化（理）折れ線グラフ（算） 小数の仕組みとたし算（算） そろばん（算） 電気のはたらき（理） 角（算）  とじこめた空気と水（理） 水のすがた（理） 水のゆくえ（理） もののあたたまり方（理） ものの温度と体積（理）  

二つのことがらをつなぐ（国）まとまりやつながりに気をつける（国）  光とかげの物語（図） 紙と水のまほう（図） 資料をもとに説明しよう（国）  わり算の筆算（１）（算） わり算の筆算（２）（算） 

                        
春を感じて  国６  理10  音３  図２ 

春のサクラ（理） 春と生き物（理）学校の住人（図） 

にっぽんのうたみんなのうた（音） 

写真をもとにスピーチしよう（国） 

すてきな5年生になろう 

国14  音８  図５ 

心の通い合いを読む ～夕鶴（国） 

新しい言葉 伝わる言葉（国） 

飛び出すメッセージ（図） 

せんりつと音色（音） 音楽ランド（音） 

卒業式の歌（音） 

ゆめのれいぞうこ（図） 

これまでこれから（国） 

高め合おう学芸会   国28  理10  音19  図５  体12 

ごんぎつね（国）  本の世界を広げて読む～ぞろぞろ（国） 

読書発表会をしよう（国） 

体のつくりと動き（理）  

マット運動（体） 表現運動（体） アンサンブルの楽しさ（音） 

みんなの音楽パーティー（音）  音楽のききどころ（音） 

えんそうのツボ（音）  音楽ランド（音）  ひょうしとせんりつ（音） 

めざせ楽器名人（音）  ひびけ歌声（音）  いつもの場所がへんしん（図）  

思い出つくろう文集「北国の子」   国14  図８      伝えたいことを書く（国） 点を打つところ（国） 修飾語（国）  

物語の作り方をくふうしよう（国）  物語の世界（図）  一つの花（国）   ほってすって（図） 

夏を感じて   理10  音２ 

夏の生き物（理） 夏の星（理）  

にっぽんのうたみんなのうた（音） 

秋を感じて  国７  理15  音１ 

秋と生き物（理） 月と星（理） 深まる秋と生き物（理） 

様子を思い浮かべて（国） 日本語のひびきにふれる（国） 

にっぽんのうたみんなのうた（音） 

 

冬を感じて  理15 

冬の生き物（理） 冬の星（理） スケート（体）生き物の１年（理） 

交通安全守り隊 

国10 社10 算19 理６ 図７ 
安全なくらしとまちづくり（その１）（社） 
アーチ橋の進歩（国） 
立体（算） コロコロガーレ（図） 

火事からみんなを守り隊 

国22  社16  算15  図５ 
安全なくらしとまちづくり（その２）（社） 
見学したことを報告しよう（国）  
じょうほうけいじ板を作ろう（国） 
べんりなマイボックス（図）  
学級で話し合おう（国） 

水はどこから・ごみのゆくえ 

国12  社21  算40 
健康なくらしとまちづくり（社） がい数（算）  
がい数を使った計算（算）大きな数（算）  
式と計算（算）  
整理のしかた（算） 
ポスターセッションで発表しよう（国） 

 

便利な世の中「いま・むかし」 

国11  社18  音３ 

昔のくらしとまちづくり（社）  

「便利」ということ（国） 

お祭りや民謡めぐり（音） 音楽ランド（音） 

日本語の文化に親しむ（国） 音のスケッチ（音） 

 

わたしたちの北海道 

国２  社25  算44  音４ 

わたしたちの北海道のまちづくり（社）   

変わり方（算） 分数の大きさとたし算，ひき算（算） 

小数と整数のかけ算，わり算（算） 面積（算） 

垂直，平行と四角形（算）お祭りや民謡めぐり（音） 

 

よつば 

＝四つの場 

学級・学年経営年間プログラム（平成２３年度 第４学年） 



阿寒湖畔における 
前田一歩園財団との環境教育プロジェクト 

 

一般財団法人  前田一歩園財団とは 

 ひとりでも多くの人が自然の恵みを末永く享受できる

よう，北海道の自然環境の保全とその適正な利用をす

るため設立された公益法人です。 

  財団では，前田家から託された森を守り育てる「山林

管理事業」と，北海道の自然保護に関する「目的事業」，

これらの活動を財政面で支える「収益事業」の３つの事

業を行っています。 （Maeda Ippoen Foundation Profileより） 

位置，地勢 
 ・阿寒国立公園の中 
 ・管理地～３，８９２ｈａ （東京ドーム約800個） 
 ・周辺はカルデラに，阿寒湖，雌阿寒岳， 
  雄阿寒岳などを有する 
 ・ボッケや湿地など多様な自然環境 

主担当 自然普及課長 

山本 光一 様 



（特活） ～５月 
「地域も花いっぱいにしよう」 
・町内会の花壇に花を植える活動 

（特活）～５月 
「花いっぱいに
しよう」 
・学級花壇に花を
植える活動 

（生活）～６月 
「やさいをそだてよう」 
・野菜の苗を植えたり種
をまいたりして育て，収穫
する活動 

（道徳）～１０月 
3-(2)自然愛・動植物愛護 
「大きくなあれどんぐりくん」 
・身近な自然に親しみ，動植物に優しい心で
接しようとする心情を育てる 

（国語）～６月 
「本をさがして読む」 
・興味のある動物や自然
についての本を探して調
べる活動 

第２学年 （生活）～７月 
「つくってあそんでたのしいな 
 ～○○でうごくおもちゃをつくろう～」 
・身近にあるものなどを使って遊びや遊びに
使うものを工夫して作り，そのおもしろさや自
然の不思議さに気付いたりみんなで遊びを
楽しんだりする活動 

（生活）～６月 
「いきものと なかよし」 
・阿寒湖周辺の森林での植
樹体験 
・ボッケ周辺を散策したり，
エコミュージアムを見学した
りする活動 

（生活）～１０月 
「秋が いっぱい」 
・自然のものを利用して遊んだり，遊びに使うもの
を工夫して作ってみんなで遊んだりするための素
材を探したりしながらボッケ周辺を散策する活動 
・ボッケ周辺にしか生息しないバッタを観察，採集
する活動 

（算数）～５月 
「長さの たんい」 
・長さの単位を用いて，身の回り
の具体物の長さを測定する活動 



第２学年～春 

エゾマツの苗を植樹 

木札にメッセージ 
「大きく育ってね」 



第２学年～秋 

北海道キノコの会 
 

奈良 泰世 様 
奈良 礼子 様 



火山帯のため，地熱によって
「マダラスズ」などのコオロギが
厳冬期でも鳴いている 

天然のハチミツ 

第２学年～秋 



第２学年～秋 

バードコールをつくり， 
音を鳴らしながら 
野鳥の観察 



２年生児童の感想（春） 

お弁当を食べるとき，雄阿寒岳，雌阿寒岳がとてもきれいで
した。 

植えた木が大きく育つといいな。 

本物のハチミツが，シナの木の花からとれることがわかりま
した。 

くわの使い方を教えてくれたので，上手にクロエゾマツを植
えることができました。 

切り株の上に，木の赤ちゃんが生えていました。 

本当のハチミツは，ネバネバではなくトロトロで砂糖よりも
最高に甘くておいしかったです。 



２年生児童の感想（秋） 

いろんな秋を教えてくれて，ありがとうございます。クマゲ
ラがつついた木とかがおもしろかったです。 

わたしは，教えてくれたホシアンズタケを覚えています。 

リスとネズミの歯の痕が違うのを，わたしは知りませんでし
た。ありがとうございました。 

くるみを家で食べたら，とてもおいしかったです。 

キノコ博士へ。いろいろなきのこを教えてくれてありがとう
ございました。お母さんやお父さんに教えたら，すごいねと
言われました。 

森の奥にリスの食べかけのくるみがありました。 

またどこかにきのこがあったら，よく観察してみたり調べた
りしてみます。 



２年生児童の感想（秋） 

この前の阿寒で，いろいろな秋を学びました。家のまわりに
はいない虫，ないものなどがあって，とても楽しかったです。
そして，家のまわりにも秋があるかどうか，探してみたいな
と思いました。 

春の森と秋の森は，季節によって違うということが分かりま
した。 

バードコールは，宝物になりました。 

バードコールを鳴らしたら，小鳥が来てくれてうれしかった
です。 



（理科）～８月 
「チョウを育てよう」「虫を調べよう」 
・生物を愛護する態度を育てるとともに，昆虫の体のつくり，成長のきまり，昆
虫とその周辺の環境との関係について理解するため昆虫を採集する活動 

（道徳）～５月 
3-(2)自然愛・動植物愛護 「ケヤキのやさしさ」 
・自然のすばらしさや不思議さに感動し，自然や動植物を大切にしようとする心情を

育てる 

第３学年 

（国語）～９月 
「生き物のとくちょう
を説明しよう」 
・まとまりや事柄の順序を

考えながら文と文との続き

方に注意して説明文を書く

活動 

（国語）～１０月 
「まわりに目を向けて
詩を書こう」 
・身近なこと，想像したことをも

とに表現を工夫して詩を書く

活動 

（図工） ～１０月 
「虫さんランド」 
・粘土の塊や，身のまわりの自然素材

を使って，虫さんが楽しく過ごせるような，

素敵な「虫さんランド」をつくる活動 

（国語）～９月 
「いろいろな手紙を書こう」 
・手紙の書き方を知り，目的に合わせて依頼状，案

内状，礼状などの手紙を書く活動 



第３学年 

昆虫の観察 



第３学年 木の幹の太さを体感 



第３学年 

親水（水に親しむ） 水切り遊び 



３年生児童の感想 

クワガタやスズムシがいたよ。 

阿寒湖を船が通ったら，とっても大きな波がきてびっくりした。 

ボッケは，卵が腐ったようなにおいがした。 

セミやセミの抜け殻を見付けた。 

カラスアゲハ，コガネムシもいたよ。 

水切りをしたら，最高で７回くらいいったよ。 

樹液を初めて見られてよかったです。 

家の近くにいない虫がいたので，おもしろかったです。 

驚いたことは，棒に化けた虫がいたことです。 



３年生児童の感想 

コオロギは温かいところにいると思っていたのに，木のかげ
にたくさんいたことに驚きました。 

中谷さんは，キマワリが何を食べるのかを教えてくれました。 

ヒシバッタとキアゲハの幼虫をがんばって育てていきたいで
す。 

セミのイメージが全く違ったので驚きました。尻尾の方には
針のようなものがあり，目には何かが入っているようでした。 

木の根っこにコオロギのすみかを発見しました。 

コオロギは木の近くにいたから，もしかしたら日陰の方が好
きなのかもしれない 



第４学年 

（社会）～10月 
「健康なくらしとまちづくり～水はどこから」 
・阿寒湖に注ぎ込む川に沿って散策をしながら，雌阿寒岳に
降った雨や雪が長い歳月をかけて地下に浸透して湧き出して
いる湧水地を見学する活動 

（国語）～１１月 
「ポスターセッションで 

発表しよう」 
・ポスターセッションを通して，調べた
ことなどについて，筋道を立てて話し
たり，話の中心に気をつけて聞いた
りする活動 

（道徳）～１０月 
４－（５）郷土愛 
「ぼくたちの手で 

環境をまもりたい」 
・郷土の伝統と文化を大切にし，郷土を

愛する心情を育てる 

（音楽） ～９月   
「にっぽんのうたみんなのうた～もみじ」 
・歌詞の内容から情景を思い浮かべ，曲想を生かして表現する活動 

・旋律の重なりや声の響き合いを感じ取って合唱する活動 



第４学年 

白湯川をのぼる 

河口 



第４学年 

水が流れてくる方向を 
確かめる 



第４学年 

水が湧き出している 
ところを発見 



第４学年 

ザリガニを発見 



４年生児童の感想 

川を辿っていくと，きれいな川，泥の混じっている川など，いろ
いろあり，その周りの風景がどんどん変わっていきました。 

びっくりしたことは，水源から出る水はすごく少ないのに，その水が
阿寒湖にたくさん溜まり，すごくきれいな水になるということです。 

もみじはもみじでも，ウチワカエデ，ヤマモミジなどいろいろな
種類があることを教えてもらいました。 

カツラの木は，周りに人が７人手をつないでやっと回れるくらい大き
い太い木で，木の葉のにおいは，とてもいいにおいでした。 

８００年ほど生きている木が，すごく大きかったです。 

水源といえば，ボコボコと水が出ている所だと思いましたが，森や山
から水が出てくるなんてすごい力を持っているんだなあと思いました。 



４年生児童の感想 

ウチダザリガニがすみかを取ったから悪いのではなく，人間が外来種のウ
チダザリガニを持ってきて，食べずに放してしまったのです。 

教えてもらったことは，森林が無くなると水が無くなり，水
が無くなるとニホンザリガニがいなくなるということです。 

森も自然も水も人間も，みんなつながっているということも分かりました。 

ニホンザリガニは絶滅しそうで，外来種の大きなウチダザリガニに食べら
れてしまったり，すみかを奪われたりしていることが分かりました。 

ニホンザリガニがいなくなった原因は，人間が（外来種を）
ここに持ってきたのが悪いということだと思いました。 

水源は，川がないところに森から水が出てくるということが
分かりました。 



（理科）～９月 
「流れる水のはたらき」 
・流れる水の速さや量，流れる
水のはたらきと土地の変化との
関係について理解するため，川
の様子を観察する活動 

（社会）～９月 
「環境を守る人 」々 
・森林を守り育てていくことの大切さ，自然環境と人々の生活や
産業とのかかわり，国土の保全に果たす森林の役割について
理解するため，森林を守り育てる仕事について調べる活動 
・間伐，枝打ち体験 

（理科）～９月 
「台風接近」 
・台風で短時間に多量の
雨が降ったりすると災害
が起きること等をとらえる
ため，適切な気象情報や
災害の情報を集める活
動 

第５学年 

（道徳）～６月 
3-(2)自然愛・動植物愛護 
「一踏み十年」 
・自然の偉大さを知り，自然環境を大
切にしようとする心情を育てる 

（道徳）～６月 
4-(4)勤労・社会への奉仕 
「ボランティアしてみよう」 
・働くことの意義を理解し，社
会に奉仕する喜びを知って
公共のために役立つことを
しようとする心情を育てる 

（国語）～９月 
「世界遺産 白神山地からの
提言―意見文を書こう」 
・自然保護について，基礎的
な知識を解説した文章を読ん
だり，異なる立場の人が意見
を述べた文章を読んで比較し
たりして考えを深める活動 

（家庭）～３月 
「環境を考えた『エ
コライフ』をくふうし
よう」 
・環境を考えた生
活について話し
合ったり実践した
りする活動 

（図工） ～９月 
「線をあつめて」 
・枝などの細長い素材を
集めて，それをひもやア
ルミ針金で接合し，材料
の組み方やつなぎ方を
工夫しながら，立体的な
形を生み出す活動 

（国語） 
 ～９月 
「敬語」 
・敬語のはたら
きと種類を知り，
適切に活用す
る活動 



川に入り，流水の働きを体感 

第５学年 



第５学年 

下流域の丸い石 



第５学年 

上流域の 
角張った石 



第５学年 
枝打ち体験 



第５学年 

枝などを利用した 
作品作り 



５年生児童の感想 
枝打ちは，木が病気になりにくくするためにやるということ
がわかりました。 

落ちた木は，肥料になって良いことがたくさんあると思いま
した。 

切って持ち帰った枝は，図工で工作をして，家の玄関に飾っ
てあります。玄関が森のようなにおいになりました。 

下流の方が石が丸く，流れがあまり急じゃなかったけど，上
流の方は，石がとがっていて，流れがすごく急でした。 

下流の水のところは，水が濁っていなくて，下の方が見えま
した。上流の方へ行くと，冬みたいな冷たい水でした。 

特に驚いたことは，川の流れの力で地面が少し削られている
ところがあったことです。 



５年生児童の感想 

阿寒百年水がおいしかったです。 

釧路市の愛国浄水場とは違い，阿寒湖畔では，取り込み，す
ぐに濾過しているから節約できるし，とってもおいしくてい
いなあと思いました。阿寒の水がミネラルウォーター 
として売られていて，とっても驚きました。 

お姉さんに「この川の中の草は何ですか」 
ときくと，「これはバイカモといって， 
水がきれいなところじゃないと生えない 
草なんだよ」と教えてくれました。 

「死の森」と普通の森の明るさ，空気，草がとても違うので
びっくりしました。 

自然森林と人工造林の違いがよく分かりました。 

いつも川の水の量がほぼ同じということが，自然なのにすご
いなと思った。 



（家庭）～２月 
「考えよう 

これからの生活」 
・生活や環境とのかか
かわりを考えて快適な
生活の仕方を工夫し
たり，身近な人々へ感
謝の気持ちを工夫して
伝えたりする活動 

（道徳）～２月 
3-(2)自然愛・動植
物愛護 
「愛華さんからの
メッセージ」 
・自然の偉大さを
知り，自然環境を
大切にしようとする
心情を育てる 
 

第６学年 

（国語）～２月 
「意見文を書こう」 
・課題を見付け伝え
たい事柄を整理し，
図や表を利用しなが
ら意見文を書く活動 

（理科）～・ 2月 
「生き物と環境」 
・人や他の動物，植物を取り巻く自然環境を幅広い視野
でとらえ，人が自然に及ぼしてきた影響を理解し，自然を
守るために自分たちでできる取り組みを行う活動 
・エゾシカによる食害を防ぐための樹木のネット巻き体験，
エゾシカ捕獲施設の見学等 



第６学年～１月 
事前レクチャー 

ＧＩＳ・ＧＰＳの活用 
Ｇｏｏｇｌｅ Ｅａｒｔｈ 

食物連鎖 
ネット巻きの
意義 



ネット巻き体験 

第６学年～２月 
阿寒湖畔にて 



捕獲施設の見学 

第６学年～昨年２月 
阿寒湖畔にて 

ビートパルプ 



全学年 

〈給食〉～「エゾシカ肉を使った学校給食」※全学年 

・釧路市が行っている「増えすぎたエゾシカへの対策」を 
 トータルで理解するため，被害，森林保護，捕獲，有効 
 活用に関する話を聞く活動 

・エゾシカバーガー 



各家庭へ配付 



各教室に掲示 



自然体験学習実施後 
～学校給食～ 



しか肉 ぎゅう肉 ぶた肉 とり肉

カロリー 110 229 202 105

たんぱく質 21.1 18.4 18.9 0.8

脂質 1.5 23.3 12.8 0.8

鉄分 3.1 1.3 1.1 0.2

ビタミンB２ 0.35 0.18 0.25 0.11

シカ肉と他の肉との栄養価比較
自然体験学習実施後 



釧路市産業振興部 産業推進室 
  主任   島田 勇気 様 

自然体験学習実施後 



肉食動物，草食動物，植物で，どれか一つでも増え
たり減ったりしたらピラミッドが崩れてしまうと聞
いてびっくりしました。 

肉食動物を殺したら，草食動物が増えて植物が減っ
てしまう。草食動物を殺してしまうと，肉食動物の
えさが無くなり共食いをしてしまう。植物が無くな
ると，草食動物が減り肉食動物のえさが無くなって
減ってしまう。 

木の皮を食べられると，木は死んでしまうというこ
とがわかりました。 

エゾシカがだんだん増えてきているという話は聞い
たことがありましたが，こんな重大な問題だとは知
りませんでした。 

６年生児童の感想 



今後に向けて 

たとえ遠距離だとしても訪問する価値のある 

（子どもの記述からも） 

充実した 
活動内容 

豊かな 
自然環境 

熱心な 
財団職員・講師 

遠距離によるマイナス面 

打ち合わせ・
下見の機会 

活動時間の 
確保 

移動手段 


